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冬
休
み
の
生
活  

  

年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
や
過
ご

し
方
は
、
各
家
庭
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
に
習
わ

し
を
教
え
な
が
ら
体
験
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。 

 

感
染
症
予
防
を
し
、
健
康
で
安

全
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
次

の
こ
と
を
守
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

〇
規
則
正
し
い
生
活
を 

 

・
早
寝
・
早
起
・
朝
ご
は
ん 

 

・
元
気
に
外
遊
び 

 

・
ゲ
ー
ム
は
時
間
を
決
め
て 

〇
家
の
仕
事
を
子
供
に 

 

・
自
分
の
部
屋
を
き
れ
い
に 

 

・
子
供
に
も
家
の
仕
事
を
分
担 

〇
安
全
に
気
を
付
け
て 

 

・
交
通
事
故
に
注
意 

 
 

自
転
車
の
乗
り
方
、
横
断
歩

道
の
歩
き
方
、
飛
び
出
し
注
意 

 

・
危
険
な
こ
と
を
さ
せ
な
い
。 

 
 

繁
華
街
へ
行
か
な
い
、
火
遊

び
、
エ
ア
ガ
ン
な
ど
し
な
い 

 

・
不
審
者
に
注
意 

 

・
安
全
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を 

〇
お
年
玉
は
計
画
的
に
使
う 

 
 

・
お
金
を
持
っ
て
遊
ば
な
い 

（
生
活
指
導
部
）  

創
立
九
十
周
年
記
念
式
典 

 
校
長 

手
代
木 

英
明  

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）、
神
宮
前

小
学
校
創
立
九
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
数
し
か
ご
招
待

で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
祝
賀
会
を
中
止
し
た

こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
皆
様

の
ご
協
力
で
、
形
を
変
え
て
開
催
で
き
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

当
日
は
、
小
春
日
和
で
開
式
時
刻
に
合
わ

せ
て
雲
が
切
れ
、
暖
か
な
日
差
し
が
体
育
館

に
差
し
込
む
中
で
、
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。  

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
六
年
生

が
「
神
宮
前
小
九
十
年
の
歴
史
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
六
年

生
全
員
が
学
校
と
地
域
の
歴
史
を
調
べ
て
、

発
表
会
を
開
き
、
評
価
の
高
か
っ
た
ス
ラ
イ

ド
を
集
め
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。「
戦
時
下

で
あ
っ
て
も
明
る
く
真
剣
に
行
事
に
取
り
組

む
先
輩
の
姿
」、「
明
治
神
宮
の
森
か
ら
ケ
ヤ

キ
並
木
を
通
し
て
つ
な
が
る
命
」
を
取
り
上

げ
た
こ
と
は
、
い
く
つ
も
の
苦
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
神
宮
前
小
学
校
と
子
供
た
ち
の
明

る
い
未
来
を
象
徴
す
る
内
容
で
し
た
。 

式
典
第
一
部
は
校
長
式
辞
か
ら
始
ま
り
、

渋
谷
区
長 
長
谷
部 

健
様
、
渋
谷
区
議
会

議
長 

下
嶋 
倫
朗
様
、
渋
谷
区
教
育
委
員
会

教
育
長 

豊
岡 
弘
敏
様
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
創
立
九
十
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
長
の
松
本 

ル
キ
様
の
挨
拶

と
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
様
の
素
晴
ら
し
い
お
話
を
聞
く
六
年
生

の
態
度
が
と
て
も
立
派
で
し
た
。 

第
二
部
は
、
本
校
卒
業
生
小
谷 

実
可
子
様

に
よ
る
「
私
の
シ
ン
ク
ロ
人
生
」
の
創
立
九
十

周
年
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
校
生

活
の
思
い
出
か
ら
始
ま
り
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
華
や
か
な
メ
ダ
ル
と
バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
苦
し
い
経
験
に
つ
い
て
、

神
宮
前
小
学
校
の
子
供
た
ち
の
心
に
響
き
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
目
標
と
な
る
、
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
二
部
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
六
年
生
に
よ

る
鼓
笛
の
合
奏
「
サ
ン
バ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
」

で
し
た
。
練
習
は
、
短
期
間
で
、
密
を
避
け
る

た
め
に
パ
ー
ト
ご
と
に
行
う
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー

ル
で
は
、
会
場
の
皆
様
が
立
ち
上
が
り
、
大
き

な
手
拍
子
が
起
こ
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

朝礼は、９０周年式典の話。 

飾られた玄関。門の表示もきれいに。 

小谷 実可子様の記念講演 

90周年記念品をもらいました。 

息の合った素晴らしい演奏 

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fshibuya.schoolweb.ne.jp%2Fjingumaee&data=02%7C01%7Cyanagishita-e%40shibuya.ed.jp%7C7cf88d3c39564214719808d869e0c8b3%7C1e364d84ee224dedbc0d6ea4a4e9e985%7C0%7C0%7C637375761442258340&sdata=bsrwi%2Ff%2FmNTEH9zjPiYHG7bmlAFbr%2BhdwxSB3UeHn64%3D&reserved=0
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5代目水車復活！ 

１１月２８日（土）新しい水車が取り付けられました。耐久性・保存性が高く、水湿にも耐える桧葉（ヒバ）製で、

宮大工さんが作りました。水車は、図面通りに部品を作ったとしても、組み上げが難しく、特に木材部分の中心とス

テンレス製の回転軸の芯が一致しなければ、回らないそうです。 

水車が回るところをじっくり見てみると、水が溜まるところの形や隙間の有無によって水が流れ出るところなど、

本当によくできているので感心します。江戸時代は、機械やかんななどを使わずに、のこぎりや手斧（ちょうな）を

使って、手仕事で仕上げていたことを考えると「隠田の水車」は、凄い技だと思いました。 

   
ステンレス製の軸の取り付け   水車小屋の軸と連結しているところ     コミュニティスクール委員と記念撮影 

水車の歴史 学校の水車は、葛飾北斎の富嶽三十六景「隠田の水車」をモデルに作られています。 

 今から２５０年前の昔から、穏田川のほとりに水車がかけられ、コットンコットンと

米をついていました。学校の近くには、石田、（くろんぼとも言われていたそうです。） 村

越、鶴田などの水車がありました。しかし、時が流れ、電化が進むにつれて、水車業は

衰え、ほとんどの水車が大正の終わりごろまでに姿を消しました。 

 学校の水車は 昔と同じような仕組みになっていて米がつけるようになっています。 

 （平成６年に作成された水車の立札より） 
 

    
初代水車（1957小屋は 1960）   ２代目水車(1963)       ３代目水車(1973)       ４代目水車(1980)   

 

記念品目録              創立90周年記念事業寄贈品 
創立90周年記念誌 

創立90周年記念ノート 

タブレットケース 

クリアファイル 

記念菓子 

 

校旗 

水車 

校歴パネル2枚（１階廊下） 

大型スクリーン2枚 

１００周年に向けてのカウントダウンパネル（西門横） 

タイムカプセル 
 

神宮前小学校 創立90周年記念事業  協賛団体・企業・個人の皆様(敬称略・五十音順) 

神宮前小学校創立90周年記念事業実行委員会 

神宮前小学校PTA 

神宮前地区町会連合会 

東急不動産 

同窓会 

原宿表参道欅会 

森ビル 

ラフォーレ原宿 

その他 関係者 ご賛同いただいた方  々
 

皆様からのご協賛・ご寄付を賜り、校旗の新調、水車の修復をはじめ、諸事業を遂行することが 

できました。誠にありがとうございました。 


